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武蔵野市財政援助出資団体経営改革プラン取り組み状況 平成22年度末

（対象団体：社会福祉法人武蔵野）

(1) 経営健全性の確保

団体ごとの経営改革プランの着実な実施

取組目標

市の団体所管部課は団体が自主的に経営改革を推進するよう、平成 22 年度を初年度

とする３か年の経営改革プランを平成 21 年度に策定し、それに基づき、健全な経営を

行うよう要請する。

年度 指導監督内容 取組状況

Ｈ22 市経営改革プラン及び団体の経営改革プラ

ンの進捗管理を行う。

中期基本計画に基づき、経営改革を行っ

た。

Ｈ23 市経営改革プラン及び団体の経営改革プラ

ンの進捗管理を行う。

年
次
計
画

Ｈ24 市経営改革プラン及び団体の経営改革プラ

ンの進捗管理を行う。

団体に対する運営費補助と委託料の精査

取組目標

市から団体への財政支出は、団体の運営等に対する補助金と団体への事業委託との

区分を明確にする。運営費補助については、厳しく内容を精査し、団体の自立的な経営

努力を促進するために必要最小限とする。また、事業委託については、類似の民間企

業との競争を前提に金額を算定し、常に費用対効果の検証を行う。

年度 指導監督内容 取組状況

Ｈ22 法人運営費補助金の見直しを検討し、補助

対象経費を明示し補助基準を作成する。

新規事業を２件開始したにもかかわらず、補

助金・委託料を前年度比４００万円削減でき

た。補助基準については作成中である。

Ｈ23 補助金、委託料の見直しにつき、団体と協議

を行う。

年
次
計
画

Ｈ24 補助金、委託料の見直しにつき、団体と協議

を行う。

(2) 事業評価の導入と事務事業の見直し

事業評価の導入と事務事業の見直し

取組目標 市の団体所管部課は、団体の自己評価結果を踏まえ適切な指導監督を行う。

年度 指導監督内容 取組状況

Ｈ22 団体の事業報告と事業の検証を受けて、

事務事業の改善が必要な点については、

次年度の団体の予算に反映させるように

指導する。

自立支援給付の収入額について適正に見

積り、次年度の予算に反映させた。

Ｈ23 団体の事業報告と事業の検証を受けて、

事務事業の改善が必要な点については、

次年度の団体の予算に反映させるように

指導する。

年
次
計
画

Ｈ24 団体の事業報告と事業の検証を受けて、

事務事業の改善が必要な点については、

次年度の団体の予算に反映させるように

指導する。
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( 3 ) 指定管理者制度への対応

指定管理者制度への対応

取組目標
市の団体所管部課は、モニタリング調査の結果等を踏まえて団体の指定管理に対して

適切な指導監督を行う。

年度 指導監督内容 取組状況

Ｈ22 団体のサービス向上及びコスト削減への取り

組みに対して、改善が必要な点については

指導を行い、次年度の年度協定書を団体と

協議して作成する。

モニタリング評価についてはおおむね良好

な結果が得られたが、改善事項については

今後取り組んでいく。

Ｈ23 団体のサービス向上及びコスト削減への取り

組みに対して、改善が必要な点については

指導を行い、次年度の年度協定書を団体と

協議して作成する。

年
次
計
画

Ｈ24 団体のサービス向上及びコスト削減への取り

組みに対して、改善が必要な点については

指導を行い、次年度の年度協定書を団体と

協議して作成する。

(4) 団体職員の人材育成と財政基盤の強化

団体職員の人材育成と財政基盤の強化

取組目標
市の団体所管部課は、団体職員の人材育成が中長期的視点をもって適切に実施され

るように要請する。また団体が効率的な経営を行い財政基盤を強化するよう指導する。

年度 指導監督内容 取組状況

Ｈ22 団体に人材育成と財政基盤の強化について

の実行計画の提出を要請し、個別の取り組

みに対して指導する。

専門知識をもった人材育成プログラムの構

築や地域の福祉に関する調査研究と提言、

質の高いサービスの地域への伝播など、地

域における介護力、支援力等の底上げを目

的として「地域福祉システム・技術研究室」を

設置した。またその実践報告会を行った。

Ｈ23 団体に人材育成と財政基盤の強化について

の実行計画の提出を求め、個別の取り組み

に対して指導する。

年
次
計
画

Ｈ24 団体に人材育成と財政基盤の強化について

の実行計画の提出を求め、個別の取り組み

に対して指導する。

( 5 ) 人事・給与制度の見直し

人事・給与制度の見直し

取組目標
市の団体所管部課は、団体の人事・給与制度の見直しが適切に行われるように指導監

督を行う。

年度 指導監督内容 取組状況

Ｈ22 団体が実施した人事・給与制度の見直しに

ついて団体と協議を行う。

市と団体が協議を行いながら、人事・給与制

度の改正に取り組んだ。平成 23 年度から新

制度に移行する。

Ｈ23 団体が実施した人事・給与制度の見直しに

ついて団体と協議を行う。

年
次
計
画

Ｈ24 団体が実施した人事・給与制度の見直しに

ついて団体と協議を行う。
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(6) 組織・職員数等の適正化と目的・目標達成に向けた効率的運営の推進

組織・職員数等の適正化と目的・目標達成に向けた効率的運営の推進

取組目標
市の団体所管部課は、団体の組織・職員数等の適正化と組織の目的・目標達成に向けた

効率的運営が推進されるように指導監督を行う。

年度 指導監督内容 取組状況

Ｈ22 団体の組織・職員数のより一層の適正化を要

請する。また、職員の仕事に対する意欲の向

上を図るため組織の目的・目標を明確に示

し、意欲を持って働ける人材活用を図ること

を要請する。

経営企画会議を設置し、①事業の進捗状況の

確認②経営収支の分析③新規事業の検討④

中期基本計画の進捗状況の確認⑤人事給与制

度の検討⑥研修、人材育成の検討⑦事故リスク

マネージメント⑧理事会等協議などを行った。

Ｈ23 団体の組織・職員数のより一層の適正化を要

請する。また、職員の仕事に対する意欲の向

上を図るため組織の目的・目標を明確に示

し、意欲を持って働ける人材活用を図ること

を要請する。

年
次
計
画

Ｈ24 団体の組織・職員数のより一層の適正化を要

請する。また、職員の仕事に対する意欲の向

上を図るため組織の目的・目標を明確に示

し、意欲を持って働ける人材活用を図ること

を要請する。

(７) 情報公開の更なる推進

情報公開の更なる推進

取組目標 市の団体所管部課は、団体の情報公開が更に推進されるように指導監督を行う。

年度 指導監督内容 取組状況

Ｈ22 団体が HP 等により市民に分かりやすい情

報公開を行うよう指導する。

ＨＰ等においては、市民に見やすく分かりや

すく改良し、適宜、情報の更新をした。

Ｈ23 団体が HP 等により市民に分かりやすい情

報公開を行うよう指導する。

年
次
計
画

Ｈ24 団体が HP 等により市民に分かりやすい情

報公開を行うよう指導する。

(８) 武蔵野市財政援助出資団体経営懇談会

武蔵野市財政援助出資団体経営懇談会（市と団体間、団体相互の連絡調整の強化）

取組目標

市の団体に対する指導監督の基本方針の周知、その実施方法の検討、市と団体相互

の連絡調整、各団体が抱える課題の情報共有、各団体が実施する類似の事業の再編

等を行うため、市長と団体の経営者による武蔵野市財政援助出資団体経営懇談会を毎

年実施する。

年度 指導監督内容 取組状況

Ｈ22 経営懇談会において、団体の現状及び課題

について情報交換を行い、経営改善に努め

るように要請するとともに、健康福祉部及び

関連法人連絡会議において情報共有を進め

る。

市長から提案のあった福祉3団体の勉強会

を、合同講演会として開催した。また、健康

福祉部及び関連法人連絡会議において情

報共有をした。

年
次
計
画

Ｈ23 経営懇談会において、団体の現状及び課題

について情報交換を行い、経営改善に努め
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るように要請するとともに、健康福祉部及び

関連法人連絡会議において情報共有を進め

る。

Ｈ24 経営懇談会において、団体の現状及び課題

について情報交換を行い、経営改善に努め

るように要請するとともに、健康福祉部及び

関連法人連絡会議において情報共有を進め

る。


